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入所者 1 泊旅行 

～昼神温泉へ行ってきました～ 

10 月 21・22 日に入所者 12 名、職員 6 名で 1泊旅行へ行ってきました。今年の宿泊先は長野県にある昼神温泉

です。途中、昼食に名古屋コーチン料理を食べ、立ち寄った犬山市にある野外民族博物館「リトルワールド」で

は見事な民族衣装での仮装で盛り上がり、宿ではすっかり打ち解けた仲間同士で、美味しい料理と楽しいカラオ

ケ、そして、ゆったり温泉につかり大満足の皆さんでした。 

  

  

 

毎年恒例のこの 1泊旅行を、皆さんとても楽しみにされ、この日の為に「元気でいよう」と日頃から体力作り

に励んだりもされています。このような生きる楽しみをこれからも充実させていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 
    

ホクホク、 

美味しい―！！！ 

園の畑で芋掘りをしました。皆さんの顔ほどもあるお芋が

たくさん収穫できました。秋の味覚を口いっぱいに頬張

り、皆さんとても素敵な笑顔を見せてくれました。 



 

～盲の定義とは～ 

  医学的に盲とは、光覚がない状態を言います。その他、一般的には視力 0.02（1ｍ指数弁）未満を失明としています。ただし、裸眼視力が 0.02未

満であっても、矯正視力がよければ盲（失明）ではありません。 

 また、社会通念上の程区分は次のように分けられます。 

 全盲：全くの明暗の区別がつかない。光だけが分かる。 

 準盲：目の前で指数が分かる。光や人の影を頼りに歩くことが出来る。 

 弱視：大きな活字文字や弱視レンズを付けて字が見える。 

 晴眼：普通に字が見える。 

 

 そして、視力の程度を探る基準としては、次のようなものがあります。 

 光覚（明暗弁）－：明るいか暗いかも分からない。視力 0医学的盲、全盲 

 光覚（明暗弁）＋：明るいか暗いかがようやく分かる。 

 手動弁：目の前で手の動くのがようやく分かる。 

 指数弁：視力表から 1ｍの距離まで近づいても 0.1の指標が見えない時に、検査する者の指を見せ、指数を言わせる。 

 

 視覚障害とはひとことで言えば情報の障害です。視覚が人間の感覚の中で 8割を占める最も多くの情報を得る手段です。必要な情報が得られな

いために、行動ができなかったり、あるいは行動が制限されてしまうことが起きてしまうわけですから、いかに生活をしやすくするため必要な情報を

どうすれば得られるのか、支援する立場として職員には創意工夫がいつも求められています。 

生活相談員より 

現在２名欠員が出ております。        

入所相談等ありましたら、ぜひご連絡下さい。 

よろしくお願いします。 

平成２２年 11月２２日（月）現在 

定員 ８０名 現在入所者 7８名 

ショートステイ：定員４名 現在入所 １名 

担当者：生活相談員：山森達也 主任支援員；林美恵子 

〒441-3413 

愛知県田原市六連町神ノ釜 9-3 

TEL：0531-27-0008 

FAX：0531-27-0828 

URL：http://www.fukujuen.or.jp 

E-mail：honbu@fukujuen.or.jp 

 

 

≪クラブ紹介 其の 7 ～大相撲星取り予想クラブ～≫ 

参加者は養護盲、特養合わせて約 80 名で、年 6 回大相撲の各場所に合わせて行なわれます。毎日、結びの 1 番までの 10

の取り組みで、どちらの力士が勝つかを予想し、点数配分された採点表を元に、千秋楽の日までに何点取れるかを競い合

い、見事予想優勝者が決まると表彰式が行われます。場所が近づくと、皆さん前もって強い力士などの情報を集め、また、場

所が始まると、毎日張り出される点数に一喜一憂されています。一緒に行なっている方と楽しく情報交換をされ、皆さんの生活

に張り合いが生まれています。 

 

 

 

 

 

 

また、毎年名古屋場所には、希望者を募り大相撲観戦に出掛け、生の大迫力には大興奮されます。 

さあ、ちょうど今福寿園では、九州場所の予想合戦で大盛り上がりの真っ只中です！！！ 

   
 

  

職員研修の風景です。アイマスクで実際

に視覚障害を体験することで、その不自

由さを知り、その後の支援に役立てます。 


